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市 街 地 再 開 発 事 業に
よ る 新 庁 舎 整 備 （ 案 ）

窓口サービスを充実し、
便利でわかりやすい
庁舎を実現します。

　庁舎低層部の広いスペースにＩＴ
を効果的に活用しながら、窓口の総
合化と相談機能の充実を図ります.

災害時に強く環境に
やさしい１００年庁舎

を実現します。

　庁舎の十分な耐震性能を確保し、
災害対策本部機能が維持できるよ
う、設備面での十分な対策を行い、
防災拠点機能の強化を図ります。
　また、将来のリニューアルが容易
な１００年建築の実現と太陽光や太
陽熱利用など自然エネルギーの利用
により、環境面で最大限配慮した施
設を目指します。

区有地の民間活用に
よって来街者の

回遊性を高めます。

　旧日出小地区への庁舎移転を契機
に、民間活用する現庁舎地区と旧日
出小地区への歩行者通行量の増加を
図り、副都心再生に向けた新たな核
を形成します。

● 新庁舎候補地の位置
　  南池袋二丁目45・46街区
　（現在の庁舎　東池袋1-18-1
　　から移転）
● 竣工予定
    事業が順調に進んだ場合
　　最短で、平成26年末
●規模
　床面積　約 28,500 ㎡
●資金計画
　旧日出小学校と旧南池袋児童
　館の土地・建物の権利を新しい
　建物の床に変換し、不足する分
　の床は現庁舎地を活用し、購入
　経費を手当てする。

【平成18年5月「整備方針（素案）」策定時】 【新庁舎整備後】
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